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トリナ・ストレージ 
新エネルギー市場最も信頼性のある第三者研究機関、BNEF の調査において 

2四半期連続で Tier 1エネルギー貯蔵メーカーに認定 
 

世界有数のエネルギー貯蔵製品・ソリューションプロバイダーであるトリナ・ストレージは、ブルームバ

ーグ NEF（BNEF）の 2024 年第 2 四半期最新評価にて、エネルギー貯蔵 Tier1 メーカーに選出されまし

た。今回の選出は、2024年第 1四半期に続く選出で、業界における卓越した技術革新を裏づける結果

となりました。 

 

 
 

BNEF（Bloomberg New Energy Finance）は、世界の新エネルギー市場で最も信頼性のある第三者研

究機関の一つであり、その報告書は長い間多くの金融機関にとって商業信用に関する重要な参考要

素となっています。エネルギー貯蔵 Tier 1 メーカーへの選出は、直近 2 年間に最低でも 6 つの異なる

プロジェクトに製品を供給したり、確約されていること、各プロジェクトは 1MW または 1MWh（どちらか

高い方）を超えることなどの厳しい基準を満たすことが求められます。 

 

今回は、第一四半期に基準としていた上記に加えて、審査基準にさらに 2 つの要件が追加されまし

た。1つ目は、実際の供給実績があること、2つ目は、エネルギー貯蔵のコア技術を保有していることで

す。トリナ・ストレージの水冷式電池システムは、自社で開発した発電池セルを搭載しており、2023 年

末までに累計出荷量が 5GWh に達しています。それにより、Tier 1の厳しい基準を満たし、今回 2期連

続で選出されました。この結果より、トリナ・ストレージはグローバルな貯蔵メーカーでの優位性を証明

しました。 

 

トリナ・ストレージの研究開発への継続的な取り組みは、エネルギー貯蔵市場での成功を後押しして

きました。トリナ・ストレージは社内で研究開発を行っており、280Ah、306Ah、314Ahのバッテリーセルを

相次いで発表しました。サイクルの増加、安全性の強化、エネルギー密度の向上などの最適化を通じ

て、トリナ・ストレージはエネルギー貯蔵システムのコスト削減と性能向上を達成し、安全性と効率にお

いて競争優位性を確立してきました。 

さらに、トリナ・ストレージは電池セルの製造にとどまらず、エネルギー貯蔵システムソリューションも

提供しています。最先端技術と自社製ストレージ製品をカスタマイズ可能なエネルギー貯蔵ソリューシ

ョンにシームレスに統合することで、トリナ・ストレージは様々な用途や使用ケースにおいて、顧客が最

適な性能と信頼性から利益を得られるようにしています。 

 
 



 

 

技術力に加え、トリナ・ストレージは卓越した財務能力を誇っています。これは、DNV認定のデューデ

リジェンス・レポートでの評価や、BNEF による 2023 年の銀行取引可能なエネルギー貯蔵プロバイダー

上位 5 社へのランクインが証明しています。これらの称賛は、トリナ・ストレージの強固な財務体質を裏

付けるものであり、投資家の信頼を高め、継続的な成長をするための戦略的パートナーシップを促進

するものです。 

 

トリナ・ソーラーのアジアパシフィック社長、Helena Li（ヘレナ・リ）は、「BNEF がトリナ・ストレージを 2

四半期連続で Tier 1 エネルギー・ストレージ・メーカーに認定したことを光栄に思います。この実績は、

研究開発から製造、統合、試験、財務管理に至るまで、当社のあらゆる面で卓越性を追求する揺るぎ

ない姿勢を反映したものです。私たちは、革新的で信頼性が高く、持続可能なエネルギー貯蔵ソリュー

ションで世界のエネルギー転換を進めることに引き続き専念します。」と述べました。 

 

■トリナ・ストレージについて 

トリナ・ソーラーは 2015 年からエネルギー貯蔵について研究を進め、ストレージ事業を立ち上げまし

た。そして 2021 年から電池セル・製品・ソリューションという垂直統合型の BESS ソリューションプロバイ

ダーとポジションを明確にしました。現在、トリナ・ストレージはグローバルにおいて、100 以上のパート

ナーと事業連携があります。交渉中のプロジェクトが 10GWh 以上、完工プロジェクトは 5GWh あり、電

池セル、蓄電システム、家庭用蓄電などのコア製品において業界をリードする研究開発・製造能力を

有しています。研究開発においては、トリナ・ストレージは蓄電池研究所、電力エレクトロニクス技術研

究開発センター、蓄電工学技術センター、デジタルエネルギー研究所という 4 つ研究開発プラットフォ

ームを設立し、アメリカ UL、ドイツ TÜV SÜD、中国 CNASなどからの認証取得済み。製造面においては、

中国国内の安徽省滁州、江蘇省塩城に拠点を配置し、スマートスーパーファクトリーを構築することで、

製品の量産と効率的なデリバリーを保証しています。 

 

▽ トリナ・ソーラー（SH 証券コード：688599 ）について 

トリナ・ソーラーは太陽光発電およびスマートエネルギーのトータルソリューションを提供するグローバ

ルリーダーです。1997年に太陽光発電システムのインテグレーターとして設立されたトリナ・ソーラーは

現在太陽光発電製品、太陽光発電システム、スマートエネルギーソリューションの３つの事業を世界

170ヶ国以上において展開しています。トリナ・ソーラーは「新しい産業エコシステムを創造し、太陽光発

電を中心としたスマートエネルギーソリューションの先駆けになる」という戦略目標を掲げ、電力システ

ム改革を支援し、将来的なゼロカーボン世界の実現を目指しています。 
 

日本においては、2010 年にトリナ・ソーラー・ジャパンを設立してから、国内需要に合わせて最先端

のフルライン製品を展開。パートナーの皆様と多数の実績を達成してきました。 
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トリナ・ソーラー・ジャパン株式会社マーケティング部 胡  wenjing.hu@trinasolar.com 

file://///milano/antil/2BU/3部/トリナソーラー/リリース/2022/1115%20PVエキスポ大阪/www.trinasolar.com/jp
mailto:wenjing.hu@trinasolar.com

